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文序

矢倉田遺跡の緊急発掘調査は、県営固場整備事業芹ケ沢地区に伴う記録保存を茅野市教育委員

会が実施したものであります。

事前調査では広い範囲に遺物の散布が認められていましたが、発掘調査によって土坑が散在す

る遺跡であることが判明しました。矢倉田遺跡の周辺には、縄文時代前期と前期末の標式遺跡で

ある神ノ木遺跡や下島遺跡など日本考古学史の上で著名な遺跡がありますが、矢倉田遺跡のよう

に土坑のみからなる遺跡は、市内でも類例の少なかった遺跡です。今後の調査により、周辺の集

落遺跡との関連から縄文時代の生活領域と縄文時代の暮しを考えるうえで、矢倉田遺跡の遺構の

あり方は注目すべきものであると考えます。

発掘調査にあたり長野県教育委員会など各関係機関、地元地権者の皆様の深いご理解とご助力

により、発掘調査を無事終了することができましたことに、心から御礼申し上げます。

平成6年 2月

茅野市教育委員会

教育長 両角 昭二

例 言

1.本書は、長野県茅野市北山地区芹ケ沢に所在する矢倉田遺跡の、県営圃場整備事業に伴う緊

急発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、国庫および県費の補助を受け、茅野市教育委員会が実施した。

3.発掘現場における記録および遺物、図面の整理は調査員、調査補助員が行ない、写真撮影、

原稿執筆は、現場担当調査員が行なった。

4.出土品、調査記録は茅野市文化財調査室が保管している。
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第 土早 調査経緯

第1節 発掘調査に至るまでの経過
本遺跡の保護については平成4年 10月 5日 に、長野県教育委員会文化謀、長野県諏訪地方事務所

土地改良課、茅野市農業基盤整備課、茅野市教育委員会文化財調査室により平成5年度農業基盤

整備事業に伴う埋蔵文化財保護についての協議の席上で話し合われた。その協議結果として、平

成5年3月 11日 付4教文第79036号平成5年度県営ほ場整備事業 (茅野市芹ケ沢地区)にかかる埋

蔵文化財の保護について (通知)が長野県教育委員会より提出された。茅野市教育委員会は、平

成5年4月 20日 付で埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託の契約を長野県諏訪地方事務所長 と締結 し、4

月17日 より況地調査に入った。本遺跡の範囲は、表面採集による遺物の散布状況、地形などから

設定されたものであるが、遺物の散本状況が散漫であることから、調査範囲設定のために、遺跡

の立地する台地の先端部分からほぼ南北方向に トレンチを設定し、試掘調査を行った。その結果、

遺構分布範囲は台地先端部分 と中央部分に限られることが判明したため、調査区を3地ッ点に分け

て設定した (第 2図 )。 調査面積の減少により事業内容の変更が必要となり、平成5年 5月 17日 付5

教文第7123号平成5年度県首回場整備事業 (茅野市芹ケ沢地区)にかかる埋蔵文化財の保護に

ついてが、長野県教育委員会から再度提出された。その内容は、事業地内にかかる2,048∬ 以上

を発掘調査し、記録保存を図るというものであった。

第2節 調査の方法と経過
1.調査の経過

本調査は5月 17日 より行い、台地先端部の調査区より順次東へと調査を進めた。表土禁」ぎは重

機により行なったが、借 り上げの関係から3地点を一度に実施 したため、調査期間後半には確認

面が乾燥し、遺構検出作業が困難になる場面が生じた。A地″ミの調査は遺構検出から遺構内の調

査を続けて行い、B地′点とC地′ミでは遺構検出を行った後、B地点から遺構内調査を行った。 B、

C地点の調査 と平行 してA地′ミの実測作業を行い、 B、 C地点の遺構実測作業は遺構内調査終了後

に、調査員と調査補助員が行った。実測作業、器材撒収が終了したのは6月 23日 であった。遺物、

記録の整理 と報告書作成は、他遺跡調査終了後の12月 から行なった。

2.調 査の方法

遺構検出は漸移層とローム層の境界を確認面として行ったが、一部耕作による攪乱が著しい部

分については、ローム層上部を確認面とした。

遺構覆土および遺跡の土層観察は、調査員が行なった。観察には土層観察表を用い、観察項目
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として粒径、締 り、粘性、含有物の種類と大きさ、量をとりあげた。含有物の大きさについては

最大長を記録 し、含有量は多い、少ない、稀、なしの4段階に区分 した。含有量の観察基準は、

遺構間の相対的な比較による。大部分の遺構 と遺跡土層で、粒径、締 り、粘性の違いが識別 し得

なかったため、遺構覆土の記述からは例外を除き上記3点 の観察結果を省略した。遺構の上層観

察結果は、各遺構の図の協に付し、「ローム粒子が分い」を「ローム粒子 夕Jと 表記した。

遺物の取 り上げは遺構単位 とし、作業は調査員、調査補助員が行った。

遺構の実測は平板測量により行った。基準′ミ、水準点測量は、株式会社嶺水に委託した。水準

点は 2点 を求め、BM l=1002.283m、 BM 2=997.701mで ぁる。基準点は公共座標 第ⅥI系

y=-24540と x=2720を 基準軸とし、この交点にAを置いた。Aの他に、Bか らFの 5点 を設定 し

た (第 2図 )。 それぞれの座標値は以下の通 りである。Bx=2710、 y=-24540、 Cx=2750、

y=-24580、 Dx=2730、 y=-24580、 Ex=2790、 y=-24640、 F x=2770、 y=-24640

3.表 面採集における遺物の散布状況

試掘調査に入る前に遺跡範囲内の踏査を行った。採集できた遺物は少量で、黒燿石製の石器を

採集できる場所が、B地点とA地点の2地点に限られた。採集された遺物は、黒耀石製石器 と縄

文土器破片、近世から近代の陶磁器破片である。

4.調 査の体制

調査組織

調査主体者  両角 昭二  (茅野市教育委員会教育長 )

事務局    原  充   (茅 野市教育委員会教育次長 )

永田 光弘  (茅野市教育委員会文化財調査室長 )

鵜飼 幸雄  (茅野市教育委員会文化財調査室係長 )

両角 一夫  (茅野市教育委員会文化財調査室主任 )

大月 二千代 (茅野市教育委員会文化財調査室主事補 )

調査担当   守矢 昌文  (茅野市教育委員会文化財調査室主任 )

小林 深志  (茅野市教育委員会文化財調査室指導主事 )

小池 岳史  (茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

功刀 司  (茅野市教育委員会文化財調査室主事)(現場担当、報告書作成 )

百瀬 一郎  (茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

小林 健治  (茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

柳
'II英
司  (茅野市教育委員会文化財調査室主事 )

発掘調査・整理作業協力者

赤堀彰子 矢島恵美子 (補助貝 )

牛山秀子 柿沢暁子 柿沢みどり 金子清春 北沢ゆきゑ 木村忠行 小松貞恵 小松たみ江

篠原リカ子 立木利治 水谷ちとせ 宮坂和子 吉田勇
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第1節 周辺の遺跡
矢倉田遺跡 (第 1図No233)の周辺には、神ノ木式上器の標式遺跡である神ノ木遺跡 (No53)の

他、上ッ原遺跡 (No54)、 下ッ原遺跡 (No55)、 下島式上器の標式遺跡である下島遺跡 (No56)が

ある。これらの遺跡は渋川に沿う断崖の縁辺に、並ぶように発見されている。矢倉田遺跡は、並

列する諸遺跡より尾根ひとつ分山麓側に立地している。矢倉田遺跡の南西から南東にかけて、す

なわち八ケ岳山麓に分け入った場所には遺跡が発見されておらず、珍部坂A遺跡 (Nα 238)、 菖蒲

沢B遺跡 (No205)を結ぶ範囲内が遺跡分布の空白地帯となっている。これらの遺跡のうち、発

掘調査が行われたのは神ノ木遺跡と下島遺跡である。神ノ木遺跡では縄文時代前期前半の住屋址

2基が発掘され、下島遺跡では前期末の所謂小竪穴と土器が出上している。上ッ原遺跡では中期

中葉から中期後半の遺物が、下ッ原遺跡では中期後半の遺物が採集されている。このほか下島遺

跡では、弥生時代の住居址1基が調査されている (鵜飼 1983、 宮坂 1986)。

第1図 矢倉田遺跡の位置と周辺の遺跡 (1/25,000)
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第2節 自然環境と遺跡の層序
矢倉田遺跡は八ケ岳西麓の山麓台地上に位置する。山麓台地は本遺跡の北、直線距離にして約

400mで渋川の形成する渓谷に至 り、八ケ岳西麓の端部 となる (第 1図 )。 遺跡は、東から西に走

る尾根状の台地に立地している (図版卜1)。 本遺跡からの眺望はよく、北は渋川の渓谷越しに、

音無川の形成した扇状地上の湯川地区の集落を、西には米沢北大塩の扇状地を一望することがで

きる。遺跡は標高999mか ら1004mに かけてひろがってお り、況在は畑地、水田として利用され

ている。遺跡周辺の山麓台地は開析の度合いが弱 く、遺跡の南北は現地形で比高差約3mの浅い

谷によって限られている。西は台地末端となり、東には山麓台地が続いている (第 2図 )。

調査区の上層堆積状況は台地平坦面で浅 く、耕作上の直下がローム層となっている所もある。

ローム層上面で確認された台地先端部は、現地形で観察される先端部より東側に寄っており、

浅い谷によりわずかに分岐している。台地先端部 と谷底の比高差は約lmでぁる (第 4図 )。 台地

先端部にみられるローム層 (第 3図 A地点東壁②)は、谷への斜面ではA地点西壁⑥層 と斑状に

混じり合いながら観察できるが、谷底ではみられない。ローム層とA地′ミ西壁⑥層との上下関係

を断面で確認することはできなかった。

A地点基本層序 (第3図 )

西壁層序

①黒褐色土 耕作土。

②暗褐色土 粒子は細かく、締りがあって、粘性は弱い。ローム粒子、lcm以下の風化した橙色
礫を稀に含む。

③黒褐色土 粒子は細かく、締りがあって、粘性は強い。ローム粒子、2mm以下の炭化物粒子を

少量含む。1.5cm以下の責白色礫を稀に含む。

④暗責褐色土 粒子は細かく、締りがあって、粘性は弱い。ローム粒子、5cm以下の橙色礫を少

量含む他、1.5cm以下のロームブロック、黄白色礫を稀に含む。③層と⑤層の漸移層である。

⑤責褐色土 粒子は細かく、締りがあって、粘性は弱い。12cm以下のロームブロックを少量含む。
ロームブロックは下位に向うにつれ大きくなる。やや崩れた輪郭のはっきりしないロームブロッ

クである。他に、6cm以下の責白色礫、2.5帥以下の白色礫、2cm以下の橙色礫を分く含む。礫は

夕孔質で、調査区断面の肉眼観察では、責白色礫が最も多く含まれ、以下橙色礫、白色礫の順に

その量を減ずる。

⑥責褐色土 (ローム層)粒子は粗く、締りがあって、粘性は弱い。lmm以下の青灰色粒子を多く、

赤色粒子と白色粒子を少量含む。他に、3mm以下の橙色礫、自色礫、青灰色礫、黄白色礫を分く

含む。礫では責白色礫が最も夕く、以下橙色礫、自色礫、青灰色礫の順にその量を減ずる。

東壁層序

①暗褐色土 耕作土。
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②責褐色土 (ローム層)粒子は細かく、締りがあって、粘性は弱い。lmm以下の微小な白色粒子、
青灰色粒子を少量含む。5mm以下の風化が激しい責灰色礫を稀に含む。①層との層界は明瞭であ

る。

B地点西壁層序 (第 3図 )

①暗褐色上 耕作土。

②暗責褐色土 粒子は細かく、締りがあって、粘性は弱い。ローム粒子、lcm以下の輪郭が崩れ
たロームブロックを少量含む。

③黄褐色土 粒子は細かく、締りがあって、粘性は弱い。ローム粒子、10伽以下の輪郭が崩れた
ロームブロックを多く含む◎

④黄褐色土 (ローム層)粒子は細かく、締りがあって、粘性は弱い。lmm以下の白色粒子、青灰
色粒子を多く含む。

正三三ユ三
=正
三正三更Σ三二正三

=正

三と996.60m

⑥

A地点西壁

997 50m
｀ /②

  '1

A地点東壁

1000 90■n

a       ②   
―

_一一――十~~―
五び
~~~~~序~~三

100410m

C地′点南壁

o                     2m

第4図 矢倉田遺跡A地′ミ遺構分布図 (1/400)
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矢倉日遺跡B地点―遺構分布図 (1/400)

第6図 1矢倉田遺1跡C地点遺構分布図 (1/400)
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C地点南壁層序 (第3図 )

①暗褐色土 耕作土。
②暗黄褐色土 粒子は細かく、締りがあって、粘性は弱い。ローム粒子、6mm以下のロームブロ
ックを少量含む他、5mm以下の自色礫を稀に含む。自色礫は多孔質である。

③責褐色土 (ローム層)粒子は細かく、締りがあって、粘性は弱い。lmm以下の自色粒子、青灰
色粒子を多く含む。

遺跡の基本層序は把握できず、遺構覆土と遺跡土層の対応関係も認められなかった。

第Ⅲ章 遺構 と遺物
1.遺 構

本遺跡から検出された遺構は、土坑と建物址の2種類のみである。

土坑の平面形には差がないが、規模 と形態から3種類に大別される。第 I類は、日径124cmか ら

55cm、 深さ67cmか ら10cmで、従来タライ型、桶型とされていた土坑である。第 1、 2、 5、 6、 7号

土坑がこれにあたる。この類型の土坑は深さからは2種に分類できるが、平面形と大きさではほ

とんど差がない。相対的に深 くつ くられている土坑第 I ttaに は、第5、 6号土坑があり、比較的

浅い土坑第 I類bは第 1、 2、 7号土坑である。第 I ttaは 立上が りが屈曲し、壁面に稜をもち外傾

するのに対 し、第 I類bは 立上が りが九みを帯び不明瞭で、壁面は外傾する。第7号土坑は平面

規模で第1、 2号土坑とは分類できるが、1基のみであることからあえて分類せず、第 I ttaに 含

めておく。

第H類は、いわゆる袋状土坑である。第4号土坑がこれにあたり、土坑壁面が軽く内傾する。
第Ⅲ類は口径が小さいものである。建物址を構成する柱穴に似ている。第3、 8号土坑がある。

(1)土 坑

第 1類

第1号土坑 (第 7図、図版2-3)

平面形は円形で、底面の形状も円形である。最大径が94cm、 深さ21cmである。坑底は平坦で、

かたく締っている。立上がりは九みを帯びている。

第2号土坑 (第 7図、図版24)

ほぼ半分を攪乱されているが、平面形はほぼ円形であると推定される。深さは計測可能な部分

で最大17cmである。坑底は西に傾斜しているが、凹凸はない。

黒耀石製の崇J片が1点出上した。
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第 1号土坑

A′

田
l ④ ml

第 2号土坑

れ |

嘲 m

①暗褐色土。

第5号土坑

①黒褐色土。

ローム粒子、

2mm以下の炭化物

粒子 少。   A
②黄褐色上。

星橿再握R:° 生
ローム粒子、

3mm以下のローム

ブロック 少、

第8号土坑

①暗褐色上。

ローム粒子

0

①
A′

第 5号土坑
A′

100120m

③

老サ分、

_-9970m

第1号土坑

①暗褐色土。

ローム粒子、3cm以下のロームブロック 多。

第2号土坑

lmm以 下の炭化物粒子

_一
…ヒ___ノ          ④責褐色

土。

暗褐色土。                 ⑤暗掲色土。ローム粒子 多、5mm以下のローム

ローム粒子 多、2cm以下のロームプロック少、 ブロック少。

第6号土坑

①黒褐色土。

ローム粒子 多、  B
lcm以下のロームブロック少、

lmm以下の炭化物粒子、2mm以下の青灰色礫、

5mm以下の白色礫 蒜。
②責褐色土。粘性は強い。

ローム粒子、2cm以下のロームブロック 多、

6mm以下の責自色礫、4mm以下の橙色礫 稀。

ローム粒子 多、4mm以下のロームブロック、

3mm以下の炭化物粒子 少。

②黄褐色土。

ローム粒子 多、8mm以下のロームブロック 少、

lmm以下の赤色粒子 稀。

第7図 土 坑 (1/60)

僣)第
8号上坑

子⑥→
拗

飢 望Om

2m

第5号土坑 (第 7図、図版31)

平面形は円形で、最大径は91cm、 深さ38cmを測る。坑底は平坦で、かたく締っている。立上が

りは下部で湾曲した後、壁面に稜をつ くる。第6号土坑に比べれば、稜より上位の壁面が強 く湾

曲する。

第6号土坑 (第 7図、図版32)

平面形は円形で、最大径は124cm、 深さ67clnを 測る。坑底は平坦で、かたく締っている。立上

がりは鋭 く屈曲し、ほぼ直線をなす壁面に稜が観察できた。

第7号土坑 (第7図、図版34)

平面形は円形であるが、隅丸方形に近い。最大長55cm、 深さ10cmを測る。坑底は平坦だが軟弱

である。

⑤
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①暗褐色土。

ローム粒子 多、3mm以下の

ロームブロック少、

2mm以下の炭化物 稀。

P3

①責褐色土。

ローム粒子 少、lcm以下の

ロームブロック稀。

生③毘
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D
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日
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第8図 建物址1(1/60)

第‖類

第4号土坑 (第 7図、図版3-3)

平面形はほぼ円形であるが、やや南北方向に長い形状をみせ、長径は88cm、 短径が76cmと 12cm

ほどの差がある。深さは44cmを測る。坑底は平坦で、かたく締っている。立上がりは一部垂直に

近いが、大部分は内傾している。

黒耀石製の象J片が1点出上した。

第 III類

第3号土坑 (第 7図 )

A地点の谷底に位置する。平面形は円形で、最大径は36cm、 深さ8cmを測る。

遺構確認面はA地点西壁基本層序⑥層である。

第8号土坑 (第 7図 )

平面形は円形で、最大径は24cm、 深さ1lcmを 測る。
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(2)建物址1(第 8図、図版35)

Plか らP4ま での4基は、やや崩れた方形に配列されている。P5、 P6が この4基の配列に組込ま

れる可能性があると考えたため、同時に報告する。出土遺物はない。

Pl

平面形は楕円形で、長径 43cm、 短径 31cm、 深さ21cmを測る。坑底は平坦でかたく締っている。

P2

平面形は楕円形で、長径 44cm、 短径39cm、 深さ16cmを 測る。坑底は平坦でかたく締っている。

P3

平面形は楕円形で、長径 32cm、 短径 28cm、 深さ1lcmを 測る。坑底は平坦でかたく締っている。

P4

平面形は楕円形で、長径 45cm、 短径32cm、 深さ15cmを 測る。坑底は平坦でかたく締っている。

P5

楕円形で長径 50cm、 短径35帥、深さ6cmを 測る。坑底は軟弱で、立上が りもはっきりしない。

P6

-部攪乱を受けているが、平面形は円形である。径は測定可能な部分で34cm、 深さ16cmを 測る。

坑底はかたく締っている。壁面は緩 く湾曲し不明瞭である。

第Ⅳ章 結 玉
巾

1.矢倉田遺跡の性格

近年茅野市内の発掘調査において、矢倉田遺跡のように、住居址を欠き土坑群が主体となる遺

跡が増加している。これまでに報告書や概報が刊行された遺跡では、上見遺跡 (茅野市教育委員

会 1991)、 鴨田遺跡第 I次調査区 (茅野市教育委員会 1992)、 夕立遺跡 (茅野市教育委員会

1993)な どがあり、いずれも縄文時代前期末から中期初頭の遺跡である。また岡谷市扇平遺跡で

は縄文時代前期末から中期初頭の集落とともに群在する小竪穴が検出され、その用途を中心に詳

細な分析が行なわれている (長崎 1974)。 以下、上記諸遺跡との比較を通して矢倉田遺跡の性

格を推定してみたい。

矢倉田遺跡の特徴は、土坑第 I、 H類の分布状況にある。土坑第Ⅲ類は検出数が少なく、検出

地′ミも土坑第 I類、H類とは異なることから分離して考えたい。土坑第 I類、Ⅱ類は、台地先端

部A地′ミと台地中央のB地点の2ヵ所に約70mの距離をおいて群をなしている (第4図、5図 )。 特

に土坑第 I ttaは B地点に集められている。

第6号土坑がつくられた時期は、出土した土器小破片からみると縄文時代前期末以降であると

思われる。矢倉田遺跡と同じ構成をとる遺跡には、上見遺跡、鴨田遺跡、夕立遺跡があり、いず

れも前期末から中期初頭の遺物を出上している。他の時期に住居址を伴わず土坑のみで構成され
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る遺跡が検出されていないという消極的な根拠ではあるが、矢倉田遺跡も前期末から中期初頭に

位置付けられる。土坑の重複がなく、B地′ミにおいて土坑第 I ttaと 第Ⅱ類がほぼ同じ間隔で分

布 していることは、穴を掘った集団が上坑相互の位置を意識していた結果であるとみることがで

きる。このことから矢倉田遺跡の土坑は構築時期が同じであるか、継続して短期間につ くられた

ものであると考えられる。

上見遺跡、鴨田遺跡の上坑群にみられる類型構成は、上見遺跡で土坑第H類 とした袋状土坑が

欠ける他は矢倉田遺跡と基本的に一致する。縄文時代の遺跡類型においては、墓域のみで構成さ

れた遺跡が検出されていない以上、土坑を墓穴と考えることは難しい。岡谷市扇平遺跡の分析例

で貯蔵穴と考えられた所謂小竪穴 (長崎 1974)と 上記諸遺跡から検出された土坑は、形態的に

一致する点が多いことからみて、矢倉田遺跡の上坑も植物質食料の貯蔵 と他の物品の保管、管理、

保護などの広い用途が想定される、広義の貯蔵穴であると考えられる。

鴨田遺跡第 I次調査区、上見遺跡の近隣には、稗田頭A遺跡 (茅野市教育委員会 1993)、 中

原遺跡など前期末から中期初頭の住居址を伴う遺跡が分布し、中原遺跡と上見遺跡は群をなすと

考えられている (守矢 1992)。 貯蔵穴から構成された遺跡が、集落遺跡の近 くにしかも谷を隔

てて形成されているフミは扇平遺跡とは大きく異なる。貯蔵穴により構成される遺跡が、植物質食

料の貯蔵のみを目的として首まれたとは考えにくい。食料の調理や加工作業などの共同作業は集

落の近 くがふさわしいことから考えて、集落近 くの台地上で行なわれた活動としては植物質食料

の獲得活動を想定するのが妥当である。矢倉田遺跡に近い集落遺跡の有無は不明であるが、矢倉

田遺跡は上見遺跡と同様に、集落近 くに営まれた貯蔵穴を伴う生業関連遺跡であると考えられ、

土坑群間にみられる遺構の空白地帯は生業活動が行なわれた場であったと推定される。

矢倉田遺跡から出土した遺物は少量の黒燿石製崇」片以外みるべきものはなく、表面採集資料も

含め、遺跡範囲全体で出上した黒耀石製石器は10点にすぎない。利器と考えられる黒耀石製石器

は調整加工のある刹片1点、使用痕とみられる微細な剖離痕が観察された石器1点である。打製石

斧など植物質食料の採集用具や加工具は出土していない。また使用された石器、石器製作にかか

わる崇」片類の少ないことから、矢倉田遺跡は道具がもちこまれた場であり、利用された期間が短

く、道具の使用頻度が少なかったと推測される。

2。 今後の課題

矢倉田遺跡から検出された土坑は、尾根先端部A地点の土坑第 I ttbか らなる1群 と、尾根中央

B地点の第 I tta、 b、 H類の4基の上坑からなる1群に大別される。さらに尾根中央の上坑群を構

成する土坑のうち、土坑第 I類、第 H類は相互にはなれた位置に設けられている。こころみに茅

野市内で発見された、土坑を主体 とする中期初頭の遺跡での土坑分布状況を考えてみたい。鴨田

遺跡では土坑の形態分類、土坑群の把握が不十分で、全体の土坑の類型構成が明記されていない

が、第H類土坑は柱穴と似た形態の土坑であり、第Ⅲ類は植物の根による攪乱を含んでいること

から、袋状土坑と第 I類土坑を対象とすれば、ほぼ土坑分布の概要をつかむことができる。また
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鴨田遺跡第 I次調査区北西地区の中期初頭の土器を出上した土坑は第ⅥⅡ群 としてとらえてお く。

上見遺跡の上坑の分布は大きく71Kを描 く1群であるととらえられるが、分布形状からすれば群

別される可能性が残されている。また土坑群の周囲には遺構の空白地帯が存在し、鴨田遺跡と矢

倉田遺跡にみられる土坑群間の空白地帯に相当するものと考えられる。土坑群の中には、鴨田遺

跡東地区第Ⅶ群 a、 第ⅥIttbの ように、土坑群内に小群が把握できる可能性がみいだせる。

つまり、台地内での土坑のひろがりと土坑間距離から、矢倉田遺跡を大群 とすれば、大群がほ

ぼ鴨田遺跡第 I次調査区、上見遺跡にあたり、大群の下位レベルとしての中群には、鴨田遺跡土

坑第 二群から第Ⅶ群 とした個々の上坑群が本目当する。さらに鴨田遺跡東地区第Ⅶ群 a、 第Ⅶ群b

が小群 として識別される。前述した土坑群間の空白地帯は中群間に認められる。矢倉田遺跡A地

点、B地点第4、 7号土坑 と、第5号土坑、第6号土坑は、土坑間距離だけからみれば4つ の中群 と

してとらえられる。

土坑大群の継続時期をみると、矢倉田遺跡は縄文時代前期末の遺跡であり、鴨田遺跡は土坑内

出土遺物からみれば諸磯C式から梨久保式後半までである。上見遺跡出土土器は晴ケ峰式土器の

特徴をもつ土器片が含まれるが、主体をなすのは梨久保式上器であり2時期に分離する根拠はな

い。土坑の切 り合い関係からは少なくとも2回土坑がつ くられていることがわかるが、遺跡の継

続時期は梨久保式前半に留るものと考えたい。夕立遺跡は梨久保式期の遺跡である。

土坑中群の形成過程は、土坑の構築時期が不明なものが多いため判然としないが、鴨田遺跡土

坑中群ごとの出土土器をみると、第 I次調査区第12号土坑、第152号土坑出上の小破片から、縄

文時代前期末諸磯C式期に上坑第 I群 とⅥⅡ群が形成された可能性が推測され、晴ケ峰式期には第

I次調査区第29号土坑出土土器から第H群が形成されていたことがわかる。中期初頭梨久保式期

になると、第Ⅳ、 V、 Ⅶ、ⅥⅡ群が形成されていたこととなり、土坑中群が同時存在 していた可能

性は高い。

土坑小群は中群からの識別が困難であるとともに、時間的位置付けがはっきりしている資料は

少ない。鴨田遺跡土坑第ⅥIttaと bは 、第92号土坑出土土器の編年上での位置付けが不明瞭であ

る以上、時期差は不明であるとするほかない。ただし鴨田遺跡西地区の上坑中群第H群、Ⅲ群を

構成する個々の上坑については、密集度が他遺跡の上坑群に比べはるかに高いことから時期差が

推測できる。

扇平遺跡での「小竪穴」グループごとの時期差や鴨田遺跡の事例から、土坑中群間に時期差が

認められる。さらに土坑小群内にも時間差が予測されることから、土坑小群の構築サイクルは本

報告で用いた土器による年代区分よりも短かったものと考えられる。土坑中群は、個々の上坑あ

るいは土坑小群の累積により形成されたものであろう。矢倉田遺跡の土坑群が同時に存在した土

坑中群であるとすれば、土坑が少数であることは利用頻度、利用期間が少ない状態を反映し、鴨

田遺跡西地区、東地区、上見遺跡の土坑群は、土坑が同じ場所に複数回にわたり構築された姿で

あり、頻繁にあるいは長期間利用されたことを示すとの仮説も生れ得ると思われる。
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土坑中群は同じ構成をとるとは限らない。扇平遺跡の所謂小竪穴でも、袋状小竪穴を含む群と

含まない群があると報告されている。類型構成が異なる土坑中群がみられるッ点は、矢倉田遺跡や

鴨田遺跡も扇平遺跡と同じであり、小規模な袋状土坑は矢倉田遺跡第4号土坑、鴨田遺跡土坑第

V群に含まれ、他の上坑中群は矢倉田遺跡土坑第 I tta、 bで構成されていた。第H類 とした袋

状土坑と土坑第 I tta、 bの形態差は明瞭であることから、袋状土坑を含む土坑群 と第 I tta、 b

からなる土坑群は用途差をもっていると考えられる。袋状土坑を含まず均質な内容を示す土坑中

群は、同じ目的をもって場を利用した集団の存在を示すものと考えられる。鴨田遺跡土坑中群に

おいては、袋状土坑を含む第V群 と、第Ⅳ群、V群、Ⅷ群、ⅥⅡ群が同時存在の可能性をもってい

る。同時存在を認めるとすれば、遺跡の解釈の仕方のひとつとして、ひとつの場での食料獲得活

動に際し複数の労働集団が存在していた可能性をあらわすものであると考えられる。生業の場で

上坑分布の単位が明らかにされ得るとすれば、集落遺囲での住居址群、土坑墓群の単位との比較

から、それぞれの場での生活の単位の異同を考える手がかりを得ることができると思われる。

土坑中群と土坑小群の時間的な位置付けは、遺跡の解釈の仕方に大きな影響を及ぼす。今後の

調査課題としては、特に土坑群間の時間的な位置付けを厳密にして行 くことが重要である。また

今回仮に、大群、中群、小群とした土坑群の分類が適切であるかを他遺跡の資料も含め、まとめ

なおす必要があると感じられる。矢倉田遺跡が貯蔵穴を伴う生業の場であるとすれば、従来植物

質食料の採集が大きな比重を占めるとされてきた八ケ岳山麓縄文中期文化の生業活動は、その成

立期である縄文時代前期末から中期初頭の時期から、採集という表現では包括しされない多様性

をもっていたと考えられる。

歴史学の分野では村落を、集落と生産域の組合せであると定義し、縄文時代をも視野に入れた

通史的な研究が行なわれている (木村 1983)。 矢倉田遺跡が生業にかかわる場であり、周辺に

集落が存在するとすれば、集落遺跡と生業関連遺跡の組合せとしての縄文時代村落の姿の一端が

明らかにし得ることになる。遺構の数や種類が少なく、地味な印象を与える遺跡も、縄文時代人

の暮らしに即した生活領域の復元に重要な意味をもっている。茅野市域では八ケ岳山麓を中心に

固場整備事業が進展し、毎年新たな遺跡が発掘されている。今回取り上げた諸遺跡に隣接する遺

跡が、本年度も2遺跡調査され、集落と土坑群からなる遺跡の関係についてその一端が明らかに

された。今後も同じ様な遺跡が発見される可能性は大きい。山林や水田地帯など、表面採集では

開発前の発見が困難な場所に存在するであろう陥穴や土坑から構成される遺跡を、地形なども手

がかりにして調査して行 くことにより、縄文時代の集落領域の実像が把握されると思われる。

鵜飼 幸雄
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